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今
年
度
か
ら
は
、
日
本
財
団
助
成
事
業
と
し
て

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
研
修
ア
ド
バ
ン
ス
編
」
を
北
海

道

・
岐
阜
県

・
福
島
県

・
鳥
取
県

。
大
阪
府

・
沖
縄
県

受
講
者

一
覧

（資
料
３
）
及
び
受
講
後
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト

（資
料
４
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
財
団
助
成
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
研
修
ア
ド
バ
ン
ス
編
の
開
催

①
・
取
り
組
み
た
い
課
題

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
は
、
我
が
国
の
社
会
的
養
護
に

お
い
て
最
新
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
里
親
の
拡
大
版
と

し
て
、
今
後
の
家
庭
養
育
を
推
進
す
る
た
め
に
は
不
可

欠
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ム
に
委
託

・
措
置
さ
れ
る
の
は
、
被
虐
待
に
よ
る

愛
着
障
が
い
、
発
達
障
が
い
等
の
子
ど
も
が
多
く
、
対

応
は
難
し
い
。
ま
た
、
「
二
十
二
歳
ま
で
の
自
立
支
援
」

と
い
う
政
策
も
打
ち
出
さ
れ
、
養
育
者

・
補
助
者
は
、

子
ど
も
達
に
安
定
し
た
暮
ら
し
の
場
を
提
供
す
る
た
め

に
孤
軍
奮
闘
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

専
門
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
二
〇

一
七
年
度
よ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
専
門
研
修
を
実
施
し
た
。
受
講
者

か
ら
、
さ
ら
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
に
特
化
し
た
ア
ド

バ
ン
ス
研
修
の
開
催
を
望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

②
・
原
因
と
解
決
策

原
　
因
養
育
者
の
資
格
要
件
が
、
里
親
経
験
あ
る
い
は
児
童

福
祉
施
設
職
員
経
験
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
養
育
者
の

経
歴
に
よ

つ
て
、
経
験
値
や
専
門
性
に
差
異
が
生
じ
や

一
い
愛
着
障
害

・
発
達
障
害

の
理
解
と
養
育
」
を
実
施

し
ま
し
た
ｃ

九
月
二
十
日
　
北
海
道
札
幌
市
　
受
講
者
　
二
十
三
名

す
い
。

自
治
体
に
よ
リ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
数
に
大
き
な
偏

り
が
あ
り
、
組
織
的
な
専
門
の
研
修
を
自
治
体
単
位
で

は
実
施
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

や
里
親
に
お
け
る
被
措
置
児
童
虐
待
事
案
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ

解
決
策
一
般
社
団
法
人
日
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
協
議
会
で

は
、
全
国
に
八
プ
ロ
ツ
ク
を
組
織
し
て
お
り
、
ま
た
、

都
道
府
県
単
位
の
協
議
会
の
組
織
化
も
支
援
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
養
育
者

・
補
助
者
及
び

里
親
、
特
別
養
子
縁
組
の
養
親
を
含
め
て
、
養
育
の

質

・
専
門
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ム
ア
ド
バ
ン
ス
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
各

プ
ロ
ッ
ク
並
び
に
都
道
府
県
協
議
会
単
位
で
開
催
す
る
。

③
　
事
業
内
容

１
　
講
師

一
発
達
障
害
、
心
理
、
非
行
等
の
専
門
家
、

研
究
者
等
か
ら

一
人
　
研
修
委
員
、
会
員
か
ら

一
人

２
　
託
児
及
び
研
修
補
助
ス
タ
ツ
フ
を
三
～
五
人
配
置

３
　
受
講
費
用
及
び
託
児
費
用

¨
無
料

４
　
研
修
内
容

¨

《
〔六
〇
分
〕
講
義
／

〔
一
〇
分
〕

学
ん
だ
事
を
用

紙
に
記
入
／

〔
二
〇
分
〕

気
づ
い
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
の
シ

ェ
ア
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
》
を

一
セ
ッ
ト
と
す
る
。

５
　
成
果
の
測
定

。
研
修
の
最
後
に

「受
講
後
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
記

【ハ
ロ
ヨ
可
』

受
講
者

九
十
六
名

（再
受
講
者

一
名
を
含
む
）

参
加
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
　
六
十
ホ
ー
ム

入
と
提
出

。
上
記
を
研
修
委
員
で
点
検
し
、
次
回
の
研
修
に
反
映

さ
せ
る

６
　
参
加
目
標
人
数

¨
現
在
全
国
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー

ム
は
約
二
百
ホ
ー
ム
あ
る
の
で
、　
一
ホ
ー
ム
当
た
り

一
人
と
し
て
、
二
～
三
か
年
の
開
催
で
養
育
者

・
養

育
補
助
者
の
参
加
目
標
人
数
は
約
三
百
人
。
里
親

・

特
別
養
子
縁
組
の
養
親
、
里
親
支
援
専
門
相
談
員
等

関
心
の
あ
る
方
の
参
加
目
標
人
数
は
約
十
人
。
今
年

度
で
は
、
六
〇
ホ
ー
ム
か
ら
の
受
講
を
目
標
に
し
て

い
る
。

④
　
事
業
目
標

。
研
修
の
名
称
は
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
研
修
ア
ド

バ
ン
ス
編
」
と
し
、　
一
般
財
団
法
人
日
本

フ
ァ
ミ

リ
ー
ホ
ー
ム
協
議
会
主
催
の
研
修
と
し
て
実
施
す
る
。

・
研
修
の
位
置
づ
け

¨
当
面
は
年
に
四
回
程
度
実
施
し
、

三
～
四
年
に

一
回
は
、
す
べ
て
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー

ム
養
育
者

・
補
助
者
が
受
講
可
能
と
な
る
よ
う
に
各

地
で
開
催
す
る
。
「受
講
後
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
と
し
て
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
添

っ
た
内
容
と

な

っ
て
い
る
か
点
検
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ム
数
の
増
加
、
受
講
希
望
者
の
要
望
に
よ
り
、

研
修
テ
ー
マ
。
内
容
、
開
催
回
数
、
開
催
場
所
は
再

検
討
を
行
う
。

ｏ
日
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
協
議
会
の
各
プ
ロ
ッ
ク
研

修
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る
。

・
受
講
対
象
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
養
育
者

・
補
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